
 

時間 NO. テーマ 氏 名 

9:00 

｜ 

9:45 
Ａ１ 

マリア・モンテッソーリにおける障害児

福祉観の一考察 

～共生と教育的援助のなかから～ 

保田恵莉 

Ｂ１ 

モンテッソーリケアにおける観察の重要

性 

～歩行能力改善と取り戻した笑顔～ 

柴田倫宏 

奥山清子 

Ｃ１ 

モンテッソーリ教育施設における音楽

教育の実施状況 

～東海４県の質問紙調査の分析を

通して～ 

安江 秋 

10:00 

｜ 

10:45 

Ａ２ 

子どもと大人の新しい関係 

～ある年長児と過ごした１年間の考

察～ 

松本有紀 

Ｂ２ 

1926 年以降におけるモンテッソーリの

抑圧概念の解釈についての一考察 

櫻井茂美 

11:00 

｜ 

11:45 
Ａ３

子ども同士の育ちを支えるモンテッソー

リ教育の「環境」についての考察 

～インクルーシブ保育の概念の実現を

目指して～ 

岡本仁美 

和田恭子 

木下めぐみ 

Ｂ３
子どもの知性が立ち上がる時 三浦勢津子 

13:00 

｜ 

13:45 

Ａ４ 
発達障害児のためのモンテッソーリ教

育研修プログラムの開発 

佐々木信一郎 

Ｂ４ 

生活こそ学びの本番 

～「日常生活の練習」を超えて、セン

ス・オブ・ワンダーを育む～ 

百枝義雄 

14:00 

｜ 

14:45 

Ａ５

「発達障害児のためのモンテッソーリ教

育研修プログラム」に関する教育効果

の検討 

高橋純一 

佐々木信一郎 

Ｂ５ 
大きな一つの家族として 伊藤久美子 

齊藤佐知子 

 

主催：日本モンテッソーリ協会(学会) 

担当：

協力：京都モンテッソーリ教師養成コース 

会場：TKP 札幌会場         

後援：北海道・札幌市 

大会テーマ 

 

名鉄観光サービス株式会社 北海道営業本部 

TEL 011-205-5222  

FAX   011-205-5220 

e-mail：54-jamhc＠mwt.co.jp 

営業時間：平日 9：00～17：00 

定休日 ：土・日曜日、祝祭日 

（担当 中川・石塚・菅野） 

 

 

第 54 回全国大会事務局 

社会福祉法人宮の沢福祉会 

宮の沢さくら保育園 

TEL 011-663-8118  

FAX   011-663-8146 

e-mail：m-sakura@bz01.plala.or.jp 

 

 

大会・ワークショップのお申し込みは名鉄観光

サービスが取りまとめを一括して行います。専用

Web サイト又は FAX にてお申し込みが可能です。

また、日本モンテッソーリ協会のホームページか

らも可能です。 

https://japan-montessori.org 



 
 

 

 

 

７

月

31

日 

㈰ 

9：30 開会式（ルーメル賞授与式） 

10：00 基調講演 

『幼児期の日々と現在の博物館での仕事』 

相場 大佑  (三笠市立博物館 主任研究員・学芸員)  

12：00 DVD 上映（アイヌ舞踊 鶴の舞）  昼休憩 

13：00 

 

14：30 

特別講演 

『心のつながり』 

イグナチオ教会助任司祭  柴田 潔 

基礎講座 

『モンテッソーリ教育における沈黙と子どもの霊性』 

日本モンテッソーリ協会(学会)会長 前之園 幸一郎  

14：40 

 

16：10 

応用講座Ⅰ 

『「今・ここ」で育つ力』 

ＡＭＩ 0～3 教師養成トレーナー 大原 青子 

応用講座Ⅱ 

『幼児期から学童期の算数教育の展開』 

松浦学園子どもの家 園長  松浦 公紀 

  

 

８

月

１

日 

㈪ 

 
研究発表 A 研究発表 B 研究発表 C 

ワークショップ 

 

9：00 

9：45 
Ａ１ Ｂ１ 

 
Ｃ１ 

 
Ｄ１ 

日常生活 

 
Ｅ１ 
感覚 

10：00 

10：45 
Ａ２ Ｂ２  

 9：00～
11：30  

9；00～
11：30 

11：00 

11：45 
Ａ３ Ｂ３  

  

12：00 昼休憩 

13：00 

13：45 
Ａ４ Ｂ４ 

 
 

 
Ｄ２ 
言語 

 
Ｅ2 
数 

14：00 

14：45 
Ａ５ Ｂ５

 12：30～
14：45 

 12：30～
14：45 

15：00 

 

16：30 

シンポジウム 

『３人のシンポジストが語る～私とモンテッソーリ・私のモンテッソーリ～』 

長谷川智世・戸波登志子・中根理江

16：45 

17：15 
閉会式 

 

第 54回全国大会実行委員会 

委員長 前鼻百合江 

 

古くて新しいテーマ「モンテッソーリ教育の 

すそ野を広げる（拓く）」ことこそ各地で大会

を開催する意義と思っています。それには休ま

ないことが大きな条件ではないでしょうか。共

につながり合って「子どもの世界」に貢献し続

けましょう。たくさんの参加を願っています。 
 

日本モンテッソーリ協会（学会） 

会長 前之園 幸一郎 

 

 第 54回全国大会はいまだ終息の見えないコ

ロナ禍のために今回も WEBによって開催されま

す。本大会の準備は前鼻百合江大会実行委員長

を中心として北海道支部の方々の献身的なご努

力により、昨年の四国全国大会の貴重な経験を

踏まえつつ着々と進められております。今回の

大会テーマは「『共生』―ともに生き、ともに 

そだつー」です。 

 現在のコロナ禍の蔓延に加えてロシアの突然

のウクライナ侵攻による悲惨な現実は、モンテ

ッソーリが 100年前に掲げた「いのちの尊厳」

を守り「平和」を確立する理想の意味を緊急な

今日的課題としてあらためて私どもに突き付け

ております。政治的話し合いではなく、「人の

心の中に平和のとりでを築く」教育によってし

か平和は生まれません。本大会が会員各位にと

って「いのち」の主体である子どもの成長・発

達の援助者として真摯に学びあう場となること

を心から願っております。 

 


